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 ご存知でしたか？ 
• 大多数 (最⼤ 80%) の⼥性は、閉経期になるとほてりや寝汗を多少経験するようになり、少数の女性は 

非常に不快なほてりを感じるようになります１。 
◦⽣理中にほてりを感じる⼥性もいれば、⽣理が⽌まるとほてりが始まる⼥性もいます。なかには⽣理が 
 ⽌まる前後の両⽅でほてりを感じる⼥性もいます２。 
◦同じ⼥性の中でも、ほてりの発⽣頻度や重症度は大きく異なります。 

• ほてりの重症度はさまざまです。多くの女性は、ほとんどほてりが無いか、もしくは軽度ですが、約 10％の 
女性は 1日に 7回以上のほてりがあります。 

• ほてりは、女性の生活に次のような支障をきたす可能性があります 3。 
◦睡眠妨害 
◦集中力の低下 
◦気分の悪化 
◦エネルギーの減退 

    ◦社会的活動を軽減、退去 
• 女性の生理が止まる前に、ほてりが始まることがよくあります。 約 30% の女性は、まだ定期的に月経が 

続いている 30 代 4,5でほてりを経験します。 
• 女性の約半数において、ほてりの頻度が 7 年以上続くことがあります６。 
• 早期にほてりが始まったり、もしくは不安、ストレス、又は抑うつ症状も経験している女性の場合では、 
長期に渡ってほてりが続く可能性があります6,7。 

• ⼈種や⺠族によってほてりは異なります 6,7。 
◦アメリカ先住民及び黒人女性は、これまでに研究された全てのグループの中で最も頻繁に煩わしい 
    ほてりを経験しています8。 

        ◦ヒスパニック/ラテン系女性は、白人女性と同じような割合でほてりを経験していますが、黒人女性より 
             は少ないです。 

◦中国人女性と日本人女性は、最もほてりが少ないです。 
• ほてりは脳で始まります。脳内の特殊な化学伝達物質が血管に信号を送り、血液を流して、ほてりを引き起こします 9。この伝達

物質をブロックすることで、ほてりを止めることができます。 
• ホルモンは、閉経後に起こるほてりに最も効果的な治療法ですが、 

◦非ホルモン療法であるSSRI（選択的セロトニン再取り込み阻害薬） や SNRI （セロトニン・ノルアドレナ 
    リン再取り込み阻害薬）の抗うつ剤、催眠療法、認知行動療法などは、ホルモン剤を摂取できなかったり、 
     摂取したくないという女性に役立つ場合があります10。 

    ◦脳内のほてりの化学伝達物質をブロックする治療法が、年内に使用可能になります。ほてりを治療する 
        新しい非ホルモン療法となります。 
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*SWAN は、人種は社会的な構成要素であり、調査結果を説明する際に人種/民族を含めることは複雑であり、そうすることに賛否両論 
があるということを認識しています。私共は、患者らに健康に関する最良の情報を確実に提供するために、最善のアプローチを積極的に 
検討しています。


	SWAN Fact Sheets 2023_JPN_MKC reviewed-final-2-7-24
	ファクトシート（概要書）：閉経移行期の睡眠*について*
	尿失禁 (UI)について

	SWAN Fact Sheets - Physical Function-highlighted-to STC-1-4-2024　JPN_MKC reviewed-final_02_07_24

